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目隠 5月"日同 10:00-19:00

明 w 田-"日
"国側 10:00-1830

.，咽しの叩

会場. 史棒文化センタ 〈三条ヲ唱1了目
.蝿 「現代建鰐家康且Jに幽慶した建軍医療"人，
よぴ建窺Z李諭家9人

定員 8αコ人
λ・絢 '.000門Ir現代睡鑓家腹立j図録付)

奈良市とその周辺歴史の旅
曲 目 ー加入(酬と航!t:;l;，L'巡る)

聞 各コース5個別制醐朝日

『涯代纏築を巡るj

国 間"副 9 田-"凹

鏡台 近銀否両良駅 (予定)

コス 旧奈良県民会.... J健康園立筒樹館務良

少年刑川町所奈良女子大包念館僧

'‘簡 '旋回'2(岡賢治建策研究会代表 '岡市立エ嫡高
授建5高司Ii!:~.)

fi5t宅建鍍を巡るJ
a時 6月3国語詰 9 00-16:00 
.倉 薫海有花円(予定)

コース 問問署刑明 新聞他

.陽 町図 男(衆慶大学文字郵文化財学伺教.，

同室曹を遺るJ
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.倉 近厳布良駅〔予定)
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芯5まち文化歴史回廊
元興寺コンサ ト
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盆・ 園室元関有線霊伸被町)
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新薬師寺コンサ ト
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会・ 圃宝衝轟揚句本霊前庭(高姻町)

畑 山クインテット市叫(ポー制

定員 ''''人
忽5'"ち座 『能笠宮』
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出演 盆奮溜

定員 3α3人

芯§まちを考える会量.

忽らまちの事じ 位.伝統文似ごつだ

煩から酎酋しま<.(手話通訳あり)

国時 6師団 "叩-"∞
禽・ 置室元興苛御室(呼続町)

霞闘 機まゆみ(作家)函ゆ笹子(察侵扱育づ史学恨慢)

持よT銅(麻布コーテイコ事 タ) 熊図由契子
t美術史意}

定貝 1田人

三hージカル 「ニ月盤量描E1
周回胡 4月四国羽田開棚 "田

"8伺羽主音声館(嶋"(町}
6月4聞広目前センター開醐}
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"航2人間 .(津町ベジト名 (コンザー ト ミユージカ山柑畑 目と寝
ゆ住所 3氏名 争年齢 急性別 6電話需号 'JAtJ1l人~を明記グとと (翠慣"
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8

・γ鶴岡
崎
f
午
後
8
時
V

ヘ-
品
る
さ
と
再
発
見

eawh'隼
間
体
適
値
切
渇
領
A
R
M
V
聞

・ι1
と

e
3
n
H日
ω午
瞬
附
附

s
t
i
--

小
争
凶
R

m
・
-
-
山
劇

-
r
M

】--

m-事
小
学
金

-'
内
事

タ
ラ
ヲ

ト

う

た

人

2
・5

-m得

・
・
し
£
ゐ

不

要

当

日
車
高
へ

'飼い宮
管

市
役
術
K
恒
青
少
年
慢
ヘ
・

-
市
保
育
会
ふ
れ
あ
い

カ
ー
ニ
バ
ル
宙

と

@

3
月
M
M
ω
与
筒

m時
4

E
2
1
2
i
Z体

w

・
A

鼠
憲
町

-
--me悌
W

E
2
2

・2刷
パ

ザ

&
ど
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・
ぃ
・
目
。
管

働
制
限
山

a
R
禽
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A
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m
w
S
5
1
2
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政

一
様

諸

問
叶
由
闘
閉
会

市

-a・'量宵珊

aaA習
で
は

4
H
お
日
仰

に

S
R
I
-
i

j
に
対

I
3
3

2

品

i

・
t
i
し
て
い

f
u
Z
し
て
く
だ
さ
い
・
2
僕

E
尚

sat・''d--e遣しま寸
・

と号

3
n
n
日
槻
午
後
1
鴫
か
ら

--

i

i

i

e

i

-

-

2

2
2
2
Z
2
2
"
 

へ・
圃
闘
偏
肩
書
手
岨
商
持
者
は

園
集
車
券
掴
副
頭
臨
の
珊
求
を

.

.

.

 鋼
宕
覗

p
・tr匡附岨WLている人
U

皐歳7e-Rm-m燭術品何'車券綱引-maE

i
f
-
-
i
 

-a明宥単・
1

印

-
e
"
・
の
令
え
ι
'
m
a

-

-

u

z

"

の
量
型
車

事ι
倶
忌
を
し
て
〈
だ
思
い
・
な
幻
繍
市
本
塁

れ
た
引
a
E
u
a
R
a
血
中
碕
寄
れ
た
息
口
で

交
付
し
ま
す
・

〈わL〈
U
企剛健所厚生毘へ
・

園
者
膏
手
唖

圃
パ
ス
恒
博
量
車
匝
を
更
新

主
事
.
パ
ス
価
湾
企
寓

-Eが
-
M
1

B
i
f
i
-

-w
ヲている入刊始、民粛しい府皐ME-一鴛負担

&
i
f
--

i
!
?
E
 

2
5
3
n
日
ま
で
に
敵
専
に
錫

;

は

が

き
V

で

a-包して〈だ各い
・

z

f

ぃ

!

j

g
t
躍
で

i
t聞
い
t
z

市役筒高値m'a司単眼ヘ・

園
雇
用
保
間
町
斬
制

EMM

-
ス
タ
ー
ト

E
i
s
a
-
a
 

T

z

f

i

s

t

-

2

4

H

I

-

f
i

-

置
匁
・
・
周
-
-
E
a
M
e
ω
a

t

“
聖
書
E

2

2

2

E

険

者
で
き
'
同
聞
が
s
e
以
上
で
あ
る
人

M
V
香
月
仁
支
包
わ
れ
た
賃
金
の
績
が
ω
a眠

時

a
の
賃
金
闘
の
創
%
牽
耐
と
な
る
岨
令

F
し

て

1

E

i

f

--同お‘e・
じた
・
が
実
槍
さ
れ
ま
令

--
宵暢錨怠望慣例幽司思

慣
保
険費削州闘が

!
!
i
 

u

Z

I

z
-
-
u
t甲

E

m
倣
険
昆
【
曾
@
1
1
0
1回

azruハロ

'7't22
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6
O
B
V
A吋・

圃
県
司
遺
書
士
吉
田

園
相
輯
畳
配
轡
需
料
相
般
会

相
-
贋
霊
也

zaγ会絞め嵐
前十ふ
金
泊
費
場
量
配

!

い

て

君

!
i

t
-
-
t
 

と

e
T
3
月間日

ω午
機

I
W
l
l
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;

=

2

2

聖
書
路
E

-
s

i

E

t
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t

i

z

i

S

E

-

-
の
E
5
2

Z
し
ま
:不

毛
5
2
2
勺
〈
わ
し
〈
品
・

8
9
:
?
z
t
 

o 

市
政
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

制山~"I l・

市
政
モ
ニ
タ
ー
、

マ
マ
守
ら
ん
抽
縫
催
周
、

消
圃
曽
モ
ニ
タ
ー
務
轟
轟

-
市
&
モ
ニ
タ
ー

E

S

F

早

A
p
t
e

z

e

Z

に

E

Z

E

E

-

カ
L
て
も
ら
い
aze-
-

【佐盲・@内宮】

の
請
の
主
要
結
後
に
つ
い

て
の
曹
聞
に
闘
苔
a
布
告
⑦
前
賞金健

仁
つ
い
て
s
i
e
r
E
昔
話

傍【

金

E

i

i

t

t

uHAまで
・
た
だ
し
公
共
団
体
め盛会

E

E

g

g

-

方

公

E

S

T

E

向

の

E

Z

T

E

E

-，、
.
5

2

1

i

f

n

 

u--で・i
ufに信
号
性

別

隼

-
-
a
-
宗
‘
歯
.
，
且
す
『
市
放
を

ニ'1』
k
・
い
て
3
M
n
u
n
H
ま
でに市

役
所
E
'
ハ
ム
・
慢
へ
・
e
-
事
省
の
中
か
ら

E

e

T

E

E

L
号
L
I
-

-
マ
マ
さ
ん
精
義
員

主
-
m
u
で
市
の
碕
・
・
・
や
組
組
の
ニ

?ス
S
T
E
ら
い

『し
み
ん
だ

より
』の思
・・を鍵倹し寺、もらい
まAY

E
-
@
2
『し
み
ん
だ
よ
句
」のマ

l

i

t

i

-

-

T

E
レ
ポ

l
t

【
人
a
-
R縄
M
W
従
住
の
ω
-
R
ま
で
の
主

・5入白

。

門密閉】

a
a
・
の
固
か
ら
平
a
e
思
3
M
M

E
t
 

【応・方途》

住
所
民
-q
隼

-
m
‘
栃

岳
婚
「
マ
マ
さ
ん
持
誼
隊
員
」
e
a
'酌
機

A

・
τ嗣
E
R
G
を
・
い
て
3
月
円
。口までに

舞迭で
台市役軍聞広報公---mへ
・
多
い
場

舎

u
-
-
e
-
m
畠
電
車
し
週
考
し
奮
す
・

!
?
 

目

a曾=
の
2
金
詰
=
z
.
E
肉

量

t目
?
ピ
Eス
=

z

品
.Tし

吻E
提
の
2
生
喜
耐
虫
の
z安z
定
品
k占に

F

るための檎極緯銚ιe電しで
aも.らい‘，zす
.

【荏怜蓄事.@肉
.. 'g晶
@小費
.健略噌
J
氏h

。いての

圃調爾
z盆

.

.

 
命漕
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.

.
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爾
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附
に
周

す
る
?
シ
ケ

'hトrヘの自.魯.@帝Mがか叫依恢

?
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幽.庸時念ど
.

【
人
a
E
l

i

z

H

e
由
自
分
で
L
て
い
る
m
o
n
・
の
家
性
他

人
・【一面
-
5

1

1

1

"

凶まで
・i
i
;生

.，nH 

.. ，
竃
u
m
・
叫
，
g
a
m輔

副
1

『
m
・
曹
を
-
一
'
I
』
と
・
い
て
3
H

l

i

t

a

-
-

め
中
か
ら
-
-
a
年
飴
色
ど
を
'
a思し越

智
し
ま
す
・
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と
き
3
月
沼
岡
ω
午
歯
周
川
崎
4
正
午

z

-
」
事

;

:

ー

?

マ

「

か

ら

だ

の

i

i

f

s

喜

1
3えよ
う

ii
?

j
シ
ズ
セ
ン
タ
ー
大
阪
ス
タ
J
m高
見

陽
子
さ
ん

'
Z

女

性

T

V
Z

周

t

・
2

敏

氏

E

1

2

2

以
上
舵
骨
子
簡
の
幼
地
)

V

Oし
る
み

往

5

1

t

E

E

=

E

信

号
を
書
い
で
問
セ
ン
タ
ー

A
東
向
宙
開
町
ムjF

e
@
2
3
。
。
)
ヘ
・

の
納
期
で
す
H
保
積
料
帥
ゆ
み
忽
さ
ま
の
健
康
74

・戸
h

し
を
支
え
る
大
切
忽
財
葱
で
す

O 

催
し

と
体
験
実
習

'
申
し
込
訟

は
M
き
に

2

2

i

i

い

て

3

5

2
で
に
量
で
開
セ
ン
タ
ー
へ

-F

可・一
四
ミ
最
重
要
最
重

と

e
3
H
n
日
ω
午
前
9
時
午
後
5

時
〈
精
沼
倉
は
午
後
7
時
ま
で
V
3
M
ua

目
別
午
前
9
時
午
後
4
臨
時

・
と
三
寺

市
央
公
民
館
〈
上
=
三
保
有
)

・
・ι
a
m
a

目

と

も

量

で

き

る

E

健

在

;

;
;
f
q昼
食
代

i

は

i

:

e
し
る
み

は
が

き

t

住

所

君

主

月

日

E

番

号

主

主

3

月

日

1

6

革

主

役

所

i
F・
多
証
言
袖
湿
・

一
青
年
ふ
れ
あ
い
大
会

iつ
草

i
!

，
ヲ
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
を
過
じ
て
受
注
全
国
句

ま
す
・
と

e

3
月
刊
臼
剛
午
前
川
崎
午
後
3

時

・
と

i

f

E

1

1

ズ

奈
A

《左
u
m
五
丁
目
)

'
内
m
V
ク
ラ
フ

ト
{
仮
飛
行
機
)
ソ
フ
ト
パ
レ
ポ
ル

・・
定
員
M
m
n
・
の
陣
省
奮
と
健
常
者
各

納
入

'
e
し
込
み

3
R
凶
日
ま
で
に
電

院
で
市
役
所

i

i

t

園
再
就
瞳
を
蒋
望
す
る

園
女
性
の
た
め
の
講
習
会

E

喰

に

量

な

知

機

喜

を

Z

し

で
も

ら

8

1

E

i

・

と
を
7
4
月
w
m
U
6
H
防
日
の
毎
週

月
求
書
目
午
翁
9
1
!
午
後
3
時

• 
教
室

-

E

子

ど

も

主

主

i

舎
が
『
胸
を
は
つ
で
繍
得
金
降
れ
る
t
T
U
とも

l
」
を
予
マ
i伺
8
az
e
-
-
仲
間
づ
く
句

s

i

-

-

h

一
隼
聞

の
成
果
を
み
ん
会
で
カ
い
ワ
ば
い
発
a
R
L
ま

す
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e
3
月
ロ
日
仙
川
午
前
9
時

午
後
5

時

z

s

r

E

T

里

町

)

v
g

z

t

t

2

3

1

ン

作
句
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コ
ー
ナ
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ラ
ン
ク
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f
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ジ

ュ
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1

7
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1
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聞
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禽
わ
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同
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〈
包
@
0
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0
7
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3
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2
v
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・
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総
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セ
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タ
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-
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a
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A
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@
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傑
み
験
菖
フ
主
ス
テ
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パ

ル

と

e

3
月
n
a
幽
午
前
同
時
円
分
H
時
何
分

マ
制
m
・

市
在
住
の
心
身
障
害
児
と
ふ
め
ま

値観

'
肉
曾

「
必
ぽ
け
煙
突
の
う
た
」

『
い
た
ず
ら
a
m
重
ん
じ
ゃ
〈
」
は
か
(
カ
ラ

ア
ニ
メ
)

--
申
し
る
み
不
要
・
当

阿
抗
鍍
開
セ

v
r
'
l
へ・

園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
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:

i

E

二
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一

:
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初
心
街
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク

ル

と

e

3
月
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日
幽
午
前
9
時
午
後

t

i

市
在
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で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
繍
闘
に
型
の
あ
る
人

'
g

z

3
月
市
日
i
引
田
博
園
民
健
康
保
険
料
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)
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れ
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Z

-
=

・
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E
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ス
セ
シ
タ
I
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務
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間
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庁
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w
肉
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忠
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P
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P
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告
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ヌ
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イ
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?
枝
襲
警
級

-g
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a
l
i
g
 

z
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時
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i
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;
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7
2
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来
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〈
だ
さ
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〈
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さ
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と
摩

3
R
M
目
側
l
l
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日
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前
9
・
時

T

主

4

草

'
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公
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鎗
{
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式
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日
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a
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3
n
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R
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・
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M
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催
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日
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m
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U
M
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4
H
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句
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齢
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z
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・
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で
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史
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縫
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椅
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句
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ス
ポ
ー
ツ

圃
ス
ポ
ー
ツ
施
殴
を

園
開
放
し
ま
す

A

z

i

i

;

;
 

川
日
ω
与
首
9
時
1
午
後
4
時

・
・
層

君
主
の
あ
る
人
詩
書
L
で
〈
だ
き

;

i

i

i

i

 

ず
使
用
し
て
く
だ
さ
い

マ
問
い
合
わ
管

問
鎗
A曾
@
1
5
0
l
v
へ
学
校
な
ど
の

ク

ラ

ブ

講

で

a

t

z
・

園
第

2
土
曜
日
に

園
ス
ポ
ー
ツ
施
置
を
聞
酷
し
ま
す

学
校
週
5
H
網
実
範
に
伸
一
駈
開
敏
し
ま

す
・
《
中
央
-
m
二
銚
宵
鐘
《
途
殖
町
v
v
と
脅

;;

3
月
H
U凶
午

1
4
・2
;

事
穆

.，
錦
繍

市
在
住
小
学
生

--そ
の

僧

体
育
館

i
z
-
-

Z

L

E

い

倉

E

2

5

鑑

(
包

@
1
6
0
1】
ヘ
・
ク
ラ
ブ
e
a
m
で
の

倹
閣
は
不
可
・

園
高
の
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

圃
ス
ポ
ー
ツ
童
館
が
開
館

3
n
l
H
E
L
l
-

i

z

i

L

E

し

込
み

な
ら
や
ま
ョ
、
ユ
ニ
デ
ィ
ス
ポ
l
γ

会
館
〔
朱
雀
三
T
目

宮
@
a・
2
0
8
}
受

け
付
け
目
は
午
前
9
守
正
午
・

圃
狼
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

園
ス
ポ
ー
ツ
広
岨
崎
町
開
場

A

A

t

E

L

-

-

と
と
宇

一五
川
町
二
八
八
二

v

z

l

み

詰

に

つ

i

t

s

際
へ園
な
S
や
ま
層
内
温
水

プ

ル

-

Z

E

-

-

-

n
ω
0
7
?
4
F
A
X⑫
O
Y
?
3
 

w
-
S
や
ま
水
念
肢
竃
(
女
盤
の
箇
)
と

?

4
R
W
B
!
7
月

u

;

日
の
毎
週
木
岨
日
午
後
、
司
aY

4

2

1

2

?

E
 

R
H
，
.庖
拠

出

夜

ポ

正

往

復

動

車

の

M

a

d

i

-

-

i

i

 

・

8

0

3

2

E

usや
ま
ホ
き
敦

Z
〔小筆
1
a辱
3
3写

生
の
信
v
と
?
A

U

-

-

7

日

の
毎
週
盆
司
自
午
後
3
時
鈎
分
i
4
時
mm

分
-
u
嗣

--
定
-m
;
;
市
住
往
復
学
の
小

学
l
i13
年
生
省
子
名

・・
舗
め
切
り

3

月
お
日

【-，鋼創軒』

受
.
，
M
"
6
子
細
阿
保
険
将
m

n
・2
2

網

7
3ル
ゴ
l
グ

3
2
し
て
〈
だ
さ
い
・

【
窃
し
造
ゐ
一

律
復
は
が
き
10
住
所
氏
名

z

z

i

f

s

 

T

E

E

S

E

プ

ー
ル
ヘ
-
f

場
合
は
繍
進
・

一
ジ
ュ
ニ
ア
体
操
教
室

j

i

-
-

と
を
と
こ
る

4
n
n
日
ω
t
i
来
年
3

R
M
目
ω
の
毎
週
土
喧
目
。
平
後
1
時
“
分

自

3
時
目
右
京
小
学
校

③
卒
後
2
時
1

3

時

T

草

川

小

Z

V
Z

小

学

訴
2
3
4
生
駒
人

・

2

1

，

践
ぴ
箱
乎
均
台
ミ
ニ
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

O 

縄
飛
語
の
基
本
語
の
1

・
5

i

s

i

z

a

-

-

島

氏

名

E
;別

?

返

自

ほ

が

き

に

住

所

保

署

名
品
、
て
3
H
同
日
ま
で
に
間
E
s

a
さ
ん
(
亨
僧
益
事
町
商
二
l
↑

O
七
O

四

5

1

9
2
v
へ
・
多
い
雪
国
陸

軍
全
里
し
ま
す
・

一車
、
座
時
霊
遭
霊

i

興

会

ま

の

と

必

句

集

?

す
・剣
道
線
量

と
菅

‘
月
3
日
明
。
ら
毎

週
月
火
金
曜
日
の
午
後
5
時
i
6
時

-
Z

i
;
;
小
学
2
2
{
1
1
M
現
在
)

以
上
の
初
心
者
却
人

Z

一
i

8

4

1

5

ら

z

n

;

舎
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午

後

品
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時

'
定
貝
ヤ
;
何
段
宥
刊
人

i

賓

と

を

!

?

主

選
火

木
噌
日
の
午
後
5
時
半
l
l
7
時
と
毎

週
ムて
曜
日
め
午
後
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町

l
l
3
時
竿
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温
3
闘

'
Z

小

T

E

-

-

日

現

在

}

以
上
沼
緩
ま
で
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i
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i
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4
n
a
'
目
ω
か
ら
毎
週
火
・
日
の
午
前
叩
即

時

S

E

V
E

-
E
人
員
ま
で

m人E
2

2

宗

主

闘

の

型

と
e
4
月
8
日
ω
か
ら
毎
a本
ム
エ
噌
日

の
午
後
2
?
3
時

'
Z

小
学
2
年

生

(

A
1
日
現
在
)
以
上
置

1

r

ゃ

1
5きと
;

8
日
ω
地
ら
毎
週
土
曙
日
の
午
後
l
時
1
1
2

"

'
Z

高
校
生
以
上
m
?

E

男

金
川
人

。

弓
這
般
車
と
e
a
'
"
8
日
ω
か
ら
毎

週
土
岨
凶
の
午
後
5鴫
1
7
時

V
定
蝿

E

E

Z

E

m

人
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悌
飯
盛

E
S
a
n
z
R
側
か
ら
毎

f

i

A

t

t

-
定

mm
i
i
a
E
以
上
附
人

策
遺
骸
竃
〔
.
子
宮
〕

と

e

a
'
R
6

H
闘
か
ら
毎
週
木
咽
日
の
午
後
1
時
!
4
時

-
E

ω
人

-
遺
骸
'a
《
志
化
渠
金
元
v

と
e

a-

i
T
E--午後
1
時
1

4

:

E

ω
人

【
-m
科】

各
段
重
と
も
8カ
n
で
千
mm円

1
1
1む)
・
t

i

抑
制
特
曹
が
机
要
・

【

e

i

-

-

住

所

氏

名

(ふ
り
が
な
)
年
前
性
別
・
黍
(
場
金

2

2

2

v

E

1

2

級

車

(
一
人
-
E

S

E

-

U

愛

で
6
必
着
目

空

品

量

町

一
喜
一

o

z

m

-
蚕

i
p
-
-二
-

市

E

l

i

-
f

;

2

.

圃
県
ゅ
う
あ
い
ス
ポ
ツ
大
会

園
{輔
神
薄
商
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
)

s

i

選

手

s

i

f

t
--

と
守
盤
幸
俊
フ
ラ
イ
ン
グ
ヂ
」

ク
目
5
月
初
日
ω
に
県
立
担
原
八
d
t開
幽

m
k
-

z・
2
1
Lー
ル

ノ

7
3
l

twH
e
M
4
日
仰
に
眼
心
身
.
障
害
針
繍
祉
セ

i
;
2
7i
 

童
話
以
上
高

Z
官

早
I

人
で
餓
伎
に
診
加
で
ag
る
人
・
吾
加
で
き

る

雀

E

p

f

i

z

し

ま

市

役

所

E

E

A

2

2

で

i

M
固
ま
?
1
0
必
右
で
開
銀
へ
・

u~.u"， ・ 1 12
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公

民

館

回
ー
中
央
公
民
館

-
B
EE--T阻

-
zi
6
 

'
U伺
奈
良

-Ttζ
ミ
ナ

「
万
貨
の
世

紀
」
金
主
掴
に
開
鼻
重
す
・

5
M
m
R
m

N
nれ
ま
で
附
幽
シ
リ
ズ
で
各
尊
門
家
盆

E
H
i
i
i
I
 

f
z
i人生
観
の
ほ
か
喜
の

出
現
に
よ
る
政
治
皇
室
湿
な
ど
万
象

の

R
i
l
l
;
a

a
R
で
す
-
H
何

歳

・

各

チ

1
マ
受
膏

の
申
し
込

2553nMEZ

「
し
み
ん
氾
よ
旬
』
で

S
知
ら
せ
し
ま
す
・

園
平
堀
公
民
館

-
zz町
一四百

・
2
1
8

情
少
年
健
全
育

a
-
a叙
宵

-m-調会
「い

ま
い
じ
砲
を
終
に
考
え
る
」

E
Z膏
な
い

E
め
に
よ
る
子

Eた
も

の

向

車

喜

し

て
い

j
i
-
-が

ど
の
よ
与
に
こ
の
関
空
骨
組
ん
で
い
け

ば
良
、
地
主
に
考
え
ま
す
・

とき

3Hn目蜘午
後
1
時
半

3陣

学

ψ
定
員

成
人
知
人

-・
自申
し
込
み

3218aZ来館
し
て
申

し
込
ん
?
だ
き
も
.

一
a
Rぴ
と
包
庄
一

2
M
1
日
付
し
み
ん
と

1
47
E

縄
織
の

『
2
月
は
省
L
ネ
ル

4
1
月
間
」
め

Eゆ
と

段

6
行
自
の
天
然
ガ
ス
は
核
り

で
し
た
閣
内
で
目
さ
れ
る
突
然
ガ

A

22Eされ
て
、

1
・
長

て

で

E
Lま
す

。

O 

4
月
か
5
学
校
週
五
日
制
に
よ
る

休
業
日
は
月
2
固
に
な
り
ま
す

奈
良
宮市
立
の
幼
械
附
小
学
終
1

中
学
佼
-

E
Z
Z
A
t
育

S
2

土
曜
日
に
加
え
て

T土
曜
日

A
i

旬
ま
す
・

i
i
i
 

月
1
圃
の
働
字
予
校
週

5
目
嗣
Mがr
.嘆
慢
施
ち
れ

て

2A隼f苧t』長な
2ろ3う:左
tL主てい
E21すZ炉

;:学
(
.
禽
肉
繍
史
帽
隊
院
委
"
長
)
の
盆
見
を
も
と
仁

多

f〈の
2みな
;
の
包
ザ
ご
」
面
凶
力

2を褐
?
な

T

ぞ

zi
の

ii!つi;;j;
で

Eii;:
き

ii:i
ま

t::
し

ttた号
• 

Zに
お

い

て

は

草

署

員

ー

が

i
j
L
i
-

-

と

す

る

力

喜

て

き

E
や
子
ど
も

が
自
ら
雪
之
"
断
し
位
打
闘
す
る
カ
宏
身

に
つ
け
る
こ

t
高
i
し
よ
う
k
車

内
容
や
也
市
事
方
法
の
工
失
改
脅

Mvaめ
ら
れ

て
い
ま
す
・l
i
s
p
;
 

iの
i
iじ
め

さ

ま

f

i
i
i
f
2
1
 

で
行
事

6
2し
t
-
F利
用
し
た

:

車

会
;

過

ご

し

て

い
ま
す
・
各
帽
の
青
少
牢
間
体
わ
ボ
ラ
シ
テ

4iなど
で

き

る

d
p
Zし

ヌ
子
ど
も
た
も
も
多
験
l
i

の
ほ
ワ
て
も
奮

す
・

j
E
j
 

i
I

再
庫
室
同
組
の
ご
理

"
を
1

争
後
遺

5
日

P
2
2み
が

T

iた
ち

!

?

と

に

2tうの
で
は
あ

i
f・

水
ー
も
煩
り
あ
る
資
源
で
す
・

節

水

に

ご

也

力

を

H
水
一
週
局
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M
F

「学
校
週
5
日
制
」
で
す
・
こ
の
学
校
週

ER-E品
-t〈
書
し
で
い
た

E
f
i
-品認
を
も
た
ら

す
よ
う
ご
憶
力
を
お
直
い
し
ま
す

み
ん
広
の
手
で
2
7ど
も
，
宵
て
よ
う

4
nか
ら
ほ
学
快
適

S
図
柄
が
月
2
闘
の

誌

に

な

の
ま
す
・

s
u
n-闘の
袋

署

長

占

i
各

2
6お
も
て

i

!

な

ど

に

配

慮

し

つ

つ

教

i
i
i
i
E

i
i
!
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E
1
i
i
iょに

ZEE-考え
て
い

1

1
j
2闘
の
実
施
に
伴

2

2

i
住吉

f
fたも
の

2

1
2
i・こ
れ
ま
で
も
保
守

が
家
嵯
仁
い
な
も
と
iu
う
宙
@
惜
の
あ
る
小
晶
子

E
Zの
Eゃ
E
2

hz
aのEに
対
し
で

f
ン

一露

テ

4
4
S力
主

て

湿

J

Vス
ポ
ー
ツ
女

i
z

q
f
fしで
も
ら
お
う

F
と

Z
E
E
-
5

j
i
l
-
-

』

置
L
2
2
S
Lし
て

代

i
t
s
-
z

J
i
i
?
3
 

ら
こ
れ
ま
で
以
上
に

Eめ

f
f
i
t
-

-

m益
社
主

T
E盈

，V
か
日
す
る
た
め
さ
ま
ぎ
ま
な

宅

誌

に

S
E
a
s会

の
充
実
に
努
め
ま
す
a
伽
謙
信
慣
針

Eじ
め
広
〈

2
1
2
1一層
の

ご
喜
と
ご

1
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〈
わ

t
u
i
-
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歯止"けめ刷恒lこ甚曹畢珊壷嘗いて申し込

んで〈だ，ぃ，

@ 甥 ft 室
"'量幸ん同士で聖"過ご"ぜんか.

惨とEろ 再Hとも憧瞳セ J タ ...  

予定日 ~' 8 .9!1で.酬として 4 冒..

で暑る掴柾蝿4当人 砂申L.si'与 桂薗IH'
暑に住所司氏名唱年圃置醤昏号出直下

直日 「睡眠軸曹』曹置とーいて3月四日

までに市置荷量憧センタ (守.，.ニ晶大

時雨 T~ I -)o)へ， .い場合は柚置，•• 崎圃，.. 捕、"岨

&・

'‘ • す凶 旺画中0'らし.た
L制 旺睡ヰ司噛φ碕宇佐‘旺置持田たべもの

"・ 憲民歯車をするため，

醐 .ち.ゐ・D宵て1;.11・'.らιがた

事由日同母子平輯睡記用具梓曹司こと

自の個康相劃と積岨

..軒臣告が止町ように聞き宜す.

....相田日 (園調】

ーと畦 3月"日悼シγ雄主岡、3時 惨と
<:~ .. III Il!:.告メヂ4 舟ルをン タ ーー (掴.

市内園町}

幌掴由日(慢.. 主富田佐島有輯}

ーと警 3月"日国午槙 l同-，時 惨と

Eろ 岡本且輔巨匠(富雄主ー了間 冒9

自363) 

〈わし〈は隠語.舎内啄隈符医会の緬困

さん 畑 "'‘"③g5 0 1)、
成人歯科健康細菌際

酬酬が柵1:1/;日す

bし傭守備糟・a綱 入れ衝をどbm悶

1"...(.i!o!::"~'りある川畑巳相自慢して〈

ださい.

~ t: ~. ..3 J1"臼師陣1鋼一日 H

日一問捕をけ一仁川商一

川 崎 4曜日λ日 何時

同し帥一闘で同4ヒー〆ト ~

心身障書兜の酋科機~

心身陣容児..，院に副首自信椅匿・会と.・

斜視防喰士会の働力でIr"1す
~ 1:: ~ ...3 J1 16図断酎時九日 ・と

こる みど句め.歯併..司Fべ左京五丁目

信欄紙センタ -.， ・.し地ゐ...3 11 
1羽'でに闘でY問問ヨ四~

たんぽぽ運町(歯みがき
猶場とフッ化穂積布)

111 ~ r!i "'.骨盤側金が次のように隠"
す

~ 1::1!...一3叫月2削'阿困砂働附e肝γ川川.配1岬欄酔、亙肝午と暗
"略e一， . .とzろ….曝拠.，鴨令..金. • {口二訓?寸γ目 .四 3坤.帆拠蜘か叫ら叫段
輔の肝予Hε醐 1肝w円で杵字晴...時F帥俵4各降蝿 . 
. 醐

M げ 』川.晴.し込抽b一阻で円"仰!凶u岬悶肘霊
でに.匹柚.斜医.軸金 {閣n@086J)、

成人健康相骸

医師v梱後仁l/it: tす.
.人酎"じめ 剛山、での倫J恥の

ある人は.・Eに衝後Lて〈吃笹い希望留
に凶血圧制暗闘行ろほか.朗自

_.・"喝し¥.-'1".

~ <':1!... 3月'"併後i崎孝一川 惨

ところ一市侵略前傑健全ン，一 {二条大路術

一了目) 哨 叫日の入H 咽

篠 同 し帥 竃舗で周セシトヘ.

休日夜間の忽術B・
向 山酬t当 大酬了目

市師四 時 12 2 8) 

明書回附川 時間

体悶-0休日 畿日午後害時与-，略奪
複胃-0目午後9時事~翌・5略奪
・体咽柵幽師 団大酬一了回

開"，，'一内 時 J1 j .) 
同 開一俸制後四時間4

8・3略奪

引 っ越しのシ ズンです • 
~とん芯ときには水道局に連絡を~

水量置の酬{-，¥，.-，..，とき使い勉める と'"必ず水制 酬の際には ru】制措叩知らぜ』 または
へ連絡してくださ」 川副傘下水道酬嶋岡山・いである剛... 

阪入酬などで引っ舗しめと会にはいろいろ>:<-':HA 号 柑番号刊し州て〈だ
きが2要ですが本査局への手緩急も 次のような崎合に さ，" 

は忘れず6闘で連絡して〈三さい. 凶植の酬を中止き

叫しく軒配たりヨ100して植をE酬に怒ると れる場合"水道の酬."

e・.を四"・したり 引っ錯し.どで水道の使用をゆ止 1存続きととも6水温供傘の織
すると . .を..いします.

明者間叫.かねるとき .'=;::1111:"0;1，上旬マンソ，ン

・2航問って植をご使用非同しhとを やアパー H 居住の人はい
このような場合1;1.i!fA<酎柚ト油相時S ずれの待合もH 人叫にご
'"0け凶西大守川崎間耐 {酬制時醐〈どきい.
~ 4 7 1 )へ3臼から4目前まで。 進倍してください.

、、

舗しゐ叫川 I" 



l健康のコーナー
里.2
m・..這幽倹・です.・咽IIollJ.J:. <')人{師以除く .

量制…5ト崎IHOOF'l.10.批と生
活傑銀銭民恨.. 車線量管何人は縁側 "

L込岬I~'"し闘を} 坤 し品十闘
で3}llOs 1"t'問問融制叫時

.，〆'一 ...，.岡一守山町

・・4酔

ツ反応検査 BCG 
酬-，.n"""."'1ペルク， 'ン民間
金'-'目劇酎叫きIJSCG闘を

特い書す.

'"・ーソバルク jン判定自司自主後6か月

二γ".⑬5911)1:11111・，' ， 
，..月・図刊崎一l創嶋崎ff'.I¥.B 
帥帥区制制入閣予酬明

犯がんばがんのやでも自分で駅町触

れたりする自己岬町四闘が廿ま

すマス，←Lま4ぜんか.

・銅S険"軒<<健の女性 ・とe…3~ 16回
附前岬一軒 ・ととろ一市酬醐

.ンタベ一献酬-，園} 同 岨

.'闘で岡-1<'"ーへ.

小児慢性特定疾患相齢

明 リト.JeIlt1#I.Ji::ce.ZIJその師
同 8""$'.'~..叫に関寸ること.
山 3相官同 9・刊l嶋 H 

Zろ ー醐岬舵ント (Iue~ι丁

目) 同し曲 一闘で3月初日比

奈良保岡崎61 7 Iい.

-とを…3周2・白。旬、m図同.2 il'i3阿
砂ところー園立..所西@血釧艮 (乞条二

丁目) ・四目白‘批の回見

附粧H'.!t-悼金〉酬と'f"'''>>:

合術葱突で_iI]I1予ど‘mみ .. 策'"
3回目に叫子どいま"圃噌蜘"

"".... 岬胴ー加。綱泊料

険の祖"。よ町多少興@句奮す .・u
抽 3I! 10司."こ叫で剛院医酬

{鐙羨"ま I，.酬七象二丁目 189 n@・ 59 I ) 

予防接種法が改正されました
従来は伝染衡から役会を防衛するともう考え方でした

が、今回 欄人の健康の保持増進を情ーに零えた勧契制度

に変わ旬ました.

機種の対象となる調何気も少し変わり 今後はポリオ γ 

7テ"ァ百回ぜき 破傷風略奪しん(はしか} 思し

ん目本厨炎結核が"1.の病気です.
今園厚生省は f予防緩慢と子供の健康』と竃しbJ..
子柿りました.これほ市附の幽配あ句 H この
軒には予防閥の臨悼の相官傷性 副同等

カな句醇し〈観刷香久でーます 重ずこの・子，歳み予

酬種の僻，理解し受けるかどう付補してくだき

L、.
そして篠鍾でほ まず 『予惨票J1:8子さんの状視吋紘
.，.入Lま寸. ζれを医師が見で.粛をし を奏彊の可否

，決めま寸が医毎が「可」左 Lでも倭値するかどろかは

"1舗ゆM 川

保2医者自ニ任され「ぜいます.割安鍾に闘しで医師の賞候も重大
ですが時針にもそ削帥る醐4同めでい:ます.こ
の削今回の改正の大H 符智監といえ<T.
天候型監の担債総 ポリオ 四本局

後百四ぜ， ジヲデりア瓜し

ん'"しか}の予防など予防簿

径の有効性については疑う余泡は

あ句ませAが まれに発生する予

防篠径の....同れて"なら

ない点です.これらのニとを充分

考皐して今園の改正はな答礼まし

た
S也子きんの健康のために よ〈奪えて縛慣の場に臨んで

くださ，'. 

療良県医鋼会

r 

Q 



飼い犬の登録制度が変わります
毎年1回の登録が生涯1固に~-4月1日から、

毎年1固の霊録が、新制度で，.生涯に 11司登録すればよいことに鉱ります.つまり

4 月 1 日以降'"' 固鍾録を済ま位，~ あと，.その必璽が忽く怒ります.
しかし、 飼い犬が死亡したとき、犬の所在地が変わったときや飼い主の住所の変更が

あったとき降、そのたびごとに飼い主，.市へ扇lブ出をし忽lフれ，~怒りまぜん. と注意く

ださい f

平成6年度に犬の鍾録をしていた人も 4月1日から実創値される新婦胆でも鐙録をし
拡げれば怒りま包ん.犬の鑑札と狂犬病予防注射清眼目g 犬の首舗につげてし1怠ければ

怒りまtさん.
犬の蜜録{率、生涯1固と怒りますが、狂犬衝の予防注射陪従来どおり年1回受け

~11nぱ怒りま芭ん.くわしく健市役所衛生現へ.

卜は正しく飼いましょう〆、《ツ

あなたにとって家狭間燃の大切なベット.簡もに愛されるために、飼い主のあな

たがマナ を守って〈ださい.

.'" rlt~ ¥11/J1..明暗棚、明、晴晴
ルー"を守，.しeう.

.~ç:<I;I: ?r"'，帽
佳こペット柑て飢、で
く問"、.

自の・..い附で人に
逃・をかフることも.障
し風、隠ぜったLほし.
いでください.

..の笥悠どの fふんJ
肱縄ち.，て術家しま
し，う
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